
                           

 

             学 長 定 例 記 者 会 見  要 項   

 

 

日  時： 平成２６年１月２３日（木） １１：００～１１：３０ 

場  所：事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 

 

    発 表 事 項   

１．「プリンタブルエレクトロニクス 2014」に山形大学が出展 

２．平成２５年度 山形大学卒業制作展を開催します 

３．人文学部国際学術講演会を開催します 

４．電荷密度波系で起こる磁場誘起相転移現象の機構解明に成功 

５．純米大吟醸酒「山形大学 燦樹（きらめき）２０１４」発売！ 

６．山形大学が IdP of the Year 2013を受賞 

 

  お 知 ら せ   

１．理学部物理学科主催で｢フロンティア物理講演会｣を開催 

２．「科学で東北を盛り上げ隊！＠石巻」を開催 

３．大学コンソーシアムやまがた『やまがた夜話』の開催 

４．モンテディオ山形杯 雪中棚田サッカー大会 in 大蕨の開催 

 

（参 考） 

○ 次回の学長定例記者会見（予定） 

日  時：平成２６年２月４日（火）１１：００～１１：３０ 

場  所：事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 



 

                                  

プレス発表資料                 

 
                                     平成26年1月23日 

 山 形 大 学  
 

「プリンタブルエレクトロニクス2014」に山形大学が出展 

山形大学有機エレクトロニクス研究センター及び有機エレクトロニクスイノベーション

センターは、有機エレクトロニクスの先端技術に関する研究開発成果の一部を､１月２９日～

１月３１日に東京ビッグサイトで開催される「プリンタブルエレクトロニクス2014」に出展

します。また、併せて経済産業省委託事業である「山形大学有機薄膜デバイスコンソーシア

ム」の中間成果の一部についても公開します。 

 

１．有機EL照明 

有機EL本来の付加価値である「フレキシブル」の実現に向け、フィルム基板を用いたフレキ

シブル有機ELの研究を進めています。今回100mm角フレキシブル照明、さくらんぼイルミネーシ

ョンの試作パネルを出展します。 

 

２．有機太陽電池 

 山形大学で開発された近赤外光を効率良く吸収する有機材料を用い、県内企業が試作を行っ

た半透明の有機太陽電池やフレキシブルな軽量・薄型有機太陽電池など、最新の研究開発成果

を出展します。 

 

３．有機トランジスタ 

 塗布型有機半導体を用いた有機トランジスタにより100ppi※画素密度の有機ＥＬを駆動する

フレキシブル有機ＥＬディスプレイの開発を進めています。新規有機トランジスタ構成、作製

プロセス等の開発成果および有機トランジスタの新しい応用として、バイオセンサーに関する

最近の成果について出展します。 （※pixel per inchの略：1インチあたりの画素数） 

 

４．有機薄膜デバイスコンソーシアム 

 「有機エレクトロニクス用ITO（スズドープ酸化インジウム）代替透明電極付きフレキシブル

基板」の開発成果として、超薄板ガラス及び高機能ステンレス箔を用いた有機EL照明パネル、

ITO代替透明導電材料を用いた有機EL照明パネル、印刷による電極パターン形成基板を出展しま

す。 

 

（お問い合わせ） 

 山形大学有機エレクトロニクスイノベーションセンター 

  電話：０２３８（２９）０５６６ 
 

【参考資料】 

 























 

                                  

プ レ ス 発 表 資 料                 

 

                                平成２６年１月２３日                  

山 形 大 学 

 

人文学部国際学術講演会を開催します！  

高校生・大学生・一般市民を対象とした、人文学部国際学術講演会「共振する

東アジア３  サブカルチャーからみる日本と台湾の戦後」を開催します。  

参加費は無料です。是非ご参加ください！  

開催趣旨  

ARASHI、『One Piece』、宮崎アニメ…。日本のサブカルチャーが世界中にブ

ームを巻き起こしている今、台湾における日本ブームの展開がどのように過去

の植民地経験や歴史記憶と絡み合っているのか。台湾と日本の文化的な相互浸

透の現実は如何なるものなのか。本講演会では、演歌の変遷、漫画の流通、映

画表象をテーマに、日本と台湾に共通する歴史認識、および台湾における日本

のサブカルチャーの受容を考えていきます。 
 

日   時：2014年2月23日（日）１３：００－１７：１０  

会   場：山形大学小白川キャンパス  基盤教育1号館112教室  

対   象：高校生・大学生・一般市民  

参  加  費：無料  

使用言語：日本語  

  ※申込は不要です。詳細は別添チラシをご覧下さい。  

 

 

 

 

（お問合せ先）  

人文学部人間文化学科・講師  許  時嘉  

電話：023-628-4293 

Mail: hsu@human.kj.yamagata-u.ac.jp  







 

                                  

プ レ ス 発 表 資 料                 

 

                                  平 成 2 6年 1月 2 3日                  

山 形 大 学 

電荷密度波系で起こる磁場誘起相転移現象の機構解明に成功 

山形大学理学部量子物性研究室は、中国強磁場研究所で行った強磁場実験

結果の数値計算を行い、磁場誘起相転移現象の機構解明に成功しました。  

 

◎背景 

◇理学部物理学科量子物性研究室（佐々木実教授、大西彰正教授、北浦守准教授）

では、トポロジカル絶縁体であるBi2Te3表面に存在する2次元Dirac電子の特異な

振舞いを解明し、その研究成果をPhysical Review B誌に発表しています。  

◇昨年、量子物性研究室が中核となり、韓国のDaegu大学とPohang工科大学・中国

国立Wuhan強磁場研究所（WNHMFC）との共同研究で、磁性トポロジカル絶縁

体FexBi2Te3（ドープしたFe濃度は最大10 %）系および３次元Dirac電子系におけ

る研究成果が、物理学分野では極めて評価の高いPhysical Review Letters (PRL)

誌に相次いで掲載されました。  

◇一連の共同研究では、大学間交流協定校のDaegu大学の金教授の功績が極めて大

であり、Daegu大学との交流は、学生の交流にとどまらず、研究交流も活発にな

ってきたと言えます。  

 

◎研究の概要 

◇このたび、中国国立Wuhan強磁場研究所の依頼を受け、研究所で行った強磁場

実験結果の数値計算を山形大学で行い、その成果がPhysical Review B（PRB）

誌に掲載可となりました。  

◇ Wuhan強磁場研究所では、磁場誘起相転移現象を見出していたものの、その

機構が不明でした。そこで、私たちが実験結果の数値計算に挑み、実験結果

の理論的証明に見事に成功しました。この数値計算結果がなければ、PRB誌

には掲載されなかったと思われ、論文おける私たちの貢献度は大です。  

 

 

（お問い合わせ）  

山形大学理学部物理学科  教授  佐々木  実  

TEL：023-628-4564 

 



電荷密度波系で起こる磁場誘起 
相転移現象の機構解明に成功 

山形大学 

韓国Daegu大学 

中国Wuhan強磁場研究所 

 山形大学・中国Wuhan強磁場研究所・韓国Daegu大学 

  およびPohang工科大学の共同研究の成果です。    

研究成果について 

 Wuhan強磁場研究所で、電荷密度波物質であるKMo6O17の磁場中抵抗 

  率（図１の上）とホール効果（図１の下）を測定し、図１に示すように、いずれ 

  の測定結果にも矢印の磁場で磁場誘起相転移があるという結果を得ました。 

 この結果に対して、私たちは、理論に基づく数値計算に挑戦し、見事実験結果 

  の再現に成功しました（図２の黒線が実験結果で赤線が計算結果）。ここでは、 

  一例として、1.3 Kの結果についてのみ示していますが、全ての温度での結果 

  の再現に成功しています。   

山形大学理学部量子物性研究室 

図１ 磁場誘起相転移現象 
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図２ 数値計算結果 
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提唱した機構 

 詳細は省きますが、特定の磁場（相転移を起こす誘起磁場）で電荷密度波 

  状態が急激に変化する（部分的に壊れる）機構です。 

 そのような磁場誘起相転移は、図１の赤線の磁場まで何段階か起こります。 

 その磁場より強い磁場で量子振動現象が現れます（図１の下図に明瞭に見 

  えます）が、提唱した機構に基づくと、それもうまく説明できます。 

私たち研究室は、支援して下さっている山形大学・理学部・岩田高広教授・富田憲一教授に大変感謝しています。

また、佐々木実は、いろいろな意味でよきライバルである衛藤稔准教授にも感謝しています。 

 Physical Review B (PRB) 誌は物理分野ではレベルの高い欧文誌です。 

 私たち量子物性研究室は、年間２報の論文をPRLに掲載し、山形大学 

  および理学部に大いに貢献しています。 

 それに引き続き、私たち量子物性研究室の成果がPRBに掲載可となり 

  ました（そのタイトル等が下記です）。このように、量子物性研究室は、 

  山形大学および理学部に貢献し続けています 

 共同研究成果は、Wuhan強磁場研究所の発展に大いに貢献しました。 

研究の意義 

Magnetic-field-induced transitions and evolution of magnetotransport properties  

in quasi-two-dimensional KMo6O17 in the charge-density-wave phase 

 

J.-F. Wang1,*, M. Yang1, L. Li1, M. Sasaki2, A. Ohnishi2, M. Kitaura2, K.-S. Kim3,  

and Heon-Jung Kim4, † 

 
1Wuhan National High Magnetic Field Center (WHMFC), Huazhong University of  

  Science and Technology, Wuhan 430074, China  
2 Department of Physics, Faculty of Science, Yamagata University, Kojirakawa,  

  Yamagata 990-8560, Japan  
3Department of Physics, Pohang University of Science and Technology (POSTECH),  

  Pohang, Gyeongbuk 790-784, Republic of Korea  
4Department of Physics, College of Natural Science, Daegu University, Gyeongbuk 

   712-714, Republic of Korea  



 

                                  

プ レ ス 発 表 資 料                 

 

                                   平成26年 1月23日 
 山  形  大  学 

 

純米大吟醸酒「山形大学  燦樹（きらめき）2014」発売！  

  山形大学オリジナル純米大吟醸酒『山形大学  燦樹（きらめき）  

２０１４』を２月３日（月）から販売します。  

 

１．純米大吟醸酒「山形大学 燦樹（きらめき）2014」 

２月３日(月)から、生酒及び熱処理した火入酒の２種類の同時販売を開始します。 

帰省や出張の際のお土産品として、本学学生及び教職員はもとより、地域の方々

にもご利用いただき、山形大学の好感度アップにつなげたいと考えています。  

 

２．原料米は附属農場産出羽燦々１００％  使用 

原料米には、農学部附属やまがたフィールド科学センターエコ農業部門（高坂農

場）で栽培された酒造好適米「出羽燦々」を１００％使用しています。  

山形大学 燦樹（きらめき）2011より、特別栽培の認証を受け慣行より５０％以

下の農薬・化学肥料で栽培しています。  

醸造は、昨年と同じ庄内町余目の鯉川酒造に依頼しました。 

※参考： 2007・2008：鶴岡市羽黒 竹の露合資会社 

2009・2010：鶴岡市大山 株式会社渡會本店 

2011～2014：庄内町余目 鯉川酒造株式会社 

 

３．販売数量・価格等  

醸造本数は、７２０ml瓶で生酒を６５０本、熱処理した火入酒を１，１００本の

合計１，７５０本程度となる見通しです。 

価格は、７２０ml瓶入り生酒及び火入酒共に１本１，７００円（平成26年3月ま

での価格）で、小白川・飯田・米沢・鶴岡の各キャンパス内にある山形大学生協

の店舗のほか、同組合のホームページからも購入することができます。  

   

４．売上の一部は学生への支援として活用  

今年は、約２９０万円分の販売が予定され、完売した場合には約２０万円が「山

形大学学生支援基金」に寄付され、学生への支援として活用されます。 

 

 

（お問い合わせ） 
 山形大学農学部企画広報室 
  電話：０２３５（２８）２８０３ 
 山形大学生活協同組合 理事会室 

電話：０２３（６４１）４３８０ 
 



 

                                  

プ レ ス 発 表 資 料                 

 

                                   平成２６年１月２３日                  

山 形 大 学 

 

山形大学が IdP of the year 2013を受賞 
１月１４日（火）開催の「学認シンポジウム/JICS」において，80以上の教育

機関から本学が選ばれ，学認*から「 IdP of the Year 2013」が贈られました。 

本学のクラウド認証連携基盤は，8月9日より米国OIXの第1保証レベルの識別

子に対応した運用を開始，教育・研究用外部サービスの信頼性の向上を目指し，

技術および運用面で改善を行っています。  

◆概要  

受賞日  ：２０１４年１月１４日  

受賞者  ：山形大学  IdP運用責任者  吉田  浩司  

受賞理由：Open Identity Exchange(OIX)の第1保証レベル（Level of  

Assurance 1）取得第１号であること (2013年8月1日取得 )。  

具体的な審査プロセスのワークフローを明確化できたこと  

 

国立情報研究所(NII)では，大学等がその構成員向けに発行するオンラインIDを

学外の様々なサービスにも利用するための認証連携基盤である学術認証フェデレ

ーション「学認」を運用しています。 

山形大学では，教育・研究環境の改善の一環として，クラウド認証連携システ

ムを導入し、学認やGoogleなど提供する学外にある様々なクラウドサービスをシ

ングルサインオンで利用可能にしています。 

LoA1審査のポイントは、オンラインIDの発行とパスワードの管理。既にLoA1を

取得しているGoogleなどと比較すると，教育機関ではオンラインIDの失効も行っ

ているので，LoA1の取得は容易でありLoA2に近い信頼性を有しているといえます。

このLoA1認定は，教育用コンピュータ環境整備の１つであり，今後も最新のIT環

境整備を目指して、様々な改善を進めていきます。 

本学のクラウド認証連携システムの構築は，平成22年度国立大学法人設備整備

費補助金事業の補助によって実施されました。 
 

＜用語説明＞  
 

*学認…「学術認証フェデレーション」の略で、

学術e-リソースを利用する大学、学術e-リソ

ースを提供する機関・出版社等から構成され

た連合体。  

 

 

 

 

（お問合せ先）  

 小白川地区情報ネットワーク  

センター  023-628-4209 



 

◆参考資料  

・ OIX の記事 

http://openidentityexchange.org/certified-providers 

 

・学術認証フェデレーション  （学認： GakuNin）   

https://www.gakunin.jp/ 

 

・学認  OIX LoA 1 認定プログラム  

https://www.gakunin.jp/jo0igwggg-308/#_308 

 

・山形大学  学術認証フェデレーション実証試験  技術資料 

https://upki.yamagata-u.ac.jp/fed/ 

 

・クラウド認証連携システム  

複数 ISP と分散データベースによる高可用性認証連携サービスの構築，伊藤智博，高野勝美，  

田島靖久，吉田浩司，大学情報システム環境研究， 15, 72-79 (2012). 



 

プレス通知資料               （概 要） 

                               平成２６年１月２３日 

山 形 大 学 

 

※ 詳細は別添の資料をご覧ください。 

 

１．理学部物理学科主催で｢フロンティア物理講演会｣を開催 

   「物理学」とは、素粒子から宇宙まで、大きさ、エネルギースケールの異なる自然界を、

統一的に理解しようと挑戦する学問です。今回の３回の講演会では、それぞれの大きさ(エ

ネルギースケール)において、世界の最前線で活躍されている研究者を講師にお招きし、最

新の研究内容についてお話していただきます。本講演会を通して、エネルギースケールの

異なる階層を跨る、より普遍的な物理法則を追求するうえで参考となるような情報の交換

をしていきたいと考えています。 

◆第１回目：１月３０日（木）１３：００～１７：３０ 

物性物理学関係の講演 

◆第２回目：２月１４日（金）１３：００～１５：３０ 

宇宙理学関係の講演で、講演後に座談会を予定 

◆第３回目：３月 ３日（月）１０：３０～１３：００ 

素粒子物理学関係、昨年ノーベル物理学賞をとったヒッグス粒子に関する講演 

※場所は、いずれも山形大学理学部先端科学実験棟４階Ｓ４０１大講義室 

※一般の方も大歓迎。ただし、最先端科学の研究に関する講演会であり、内容をご理

解いただくためには、大学３年生程度以上の専門知識が必要。 

※参加費無料・事前申し込み不要 

 

２．「科学で東北を盛り上げ隊！＠石巻」を開催 

   「やまがた『科学の花咲く』プロジェクト※」(山形大学)では、文部科学省「学びを通

じた被災地の地域コミュニティ再生支援事業」として「科学で東北を盛り上げ隊！＠石巻」

(６回目)を開催します。 

◆開催日時：２月９日（日） １０：００ ～１５：００ 

◆開催場所：「こもれびの降る丘 遊楽館」（宮城県石巻市北村字前山 15-1） 

◆参加団体：山形県立博物館、仙台市科学館、NPO法人ガリレオ工房、サイエンス＆テク

ノロジーfor All、NPO法人コアネット、サイエンススタジオ・マリー、東京

学芸大学附属高等学校、東北大学大学院理学研究科ほか 

◆参 加 費：無 料(遊べる学べるイベントがいろいろあり、どなたでも参加できます。) 

※「やまがた『科学の花咲く』プロジェクト」 

独立行政法人科学技術振興機構（JST）の支援により、山形県、県内関係機関とともに地域の科学舎

推進事業「地域ネットワーク支援」として「やまがた『科学の花咲く』プロジェクト」を平成 21年

度から３年間行い、平成 24 年度からは、大学や県などで継続して事業を進めているプロジェクト。 

 



３．大学コンソーシアムやまがた『やまがた夜話』の開催 

   「大学コンソーシアムやまがた」では、「もう一つの人づくり」を実現するため、「山

形県の人・モノ・地域作り」をテーマにそれぞれの得意分野で活躍している第一人者の目

線で皆さまにわかりやすくお話しする講話「やまがた夜話」を開催しています。 

２月は、「子どもと一緒に科学しよう！大人のための科学実験講座―ホームメイド・サ

イエンス―」をテーマに３回シリーズで開催します。 

◆日 時：２月１２日「おいしいを科学しよう！台所実験室」 

２月１９日「どくと～る MINの実験夜話～身の回りにある素材を利用した実験～」 

２月２６日「子どもが自力でできる実験工作の工夫」 

※全回 水曜日 １８：３０～１９：３０ 

◆場 所：ゆうキャンパス・ステーション（山形市：山形むらきさわビル１階） 

◆対 象：高校生・学生・一般市民  定員５０名（参加費は無料） 

 

４．モンテディオ山形杯 雪中棚田サッカー大会 in 大蕨の開催 

   雪中、棚田の中でのサッカーを通して、モンテディオ山形のホームタウン住民とチーム

とのより深い交流を推進するために、大学コンソーシアムやまがた、山辺町中地区有志の

会の主催で「モンテディオ山形杯 雪中棚田サッカー大会 in 大蕨」を開催します。 

「棚田での雪中サッカー」という新たなサッカーの楽しみ方を体験してもらい、モンテ

ディオ山形を起点とした元気な地域づくりに貢献します。 

◆日 時：２月２３日（日）８：３０－１３：３０ 

◆会 場：山辺町大蕨の棚田 

◆参加費：1チーム 3,000円（昼食時に提供する「わらび汁」代等含む。） 

◆参加対象：中学生以上、先着６チーム 

（６人でエントリーし、試合は５人が出場する。５人のうち１人はゴールキーパー。） 

◆試合形式：フットサルに準じた特別ルールを採用、6分ハーフ制 

◆参加申し込み：参加者全員の①名前②年齢③性別④代表者の電話番号⑤チーム名⑥チー

ムのプロフィールを、ＦＡＸまたはメールで申込先までお送りください。 

 

 

※ これまでの学長定例会見でお知らせをしたもので、開催がせまっているイべント 

◎平成２５年度社会人力育成山形講座 成果報告フォーラム－山形における人材育成－ 

平成２４年度文部科学省「大学間連携共同教育推進事業」に採択された「美しい山形を

活用した『社会人力育成山形講座』の展開」事業の成果報告として、「平成２５年度社会

人力育成山形講座成果報告フォーラム－山形における人材育成－」を開催します。 

◆日 時：２月８日（土）１３：３０～１６：３０ 

◆内 容：第１部 平成２５年度社会人力育成山形講座成果報告 

第２部 パネルディスカッション   テーマ「山形における人材育成」 

◆対 象：教育、企業、行政関係および地域のみなさま 

◆参加費：無料（定員５０名） 

 


















